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協議事項 (2 ) 市民バス (のろっさ) の運行見直 uこついて
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市民バスの連行見直しスケジュール

平成 2 1 年 8月を目途に、 連行見直し案をとりまとめる。
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H 2 2 年度運行開始

3 . 市民バス利用者アンケート調査の結果 1資料 2 - ◎

4 . 市民バス運行見直し 課題の整理 (中間) 資料2 - 動



l資料 2 - ①l

【市民バスの利用者数推移】

《グラフ 2 "《グラフ 1 "

｣ 武生エリア

今立エリア(移りレバス除く)

合計l- □

H 17 H 18 H 19 H 20見込
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囮武生エリア 38 ,4 30 4 1.5 8 6 5 3 ,84 2 58P OO

圈今立エリア (スクールバス

除く)
2 5,0 54 18 ,9 9 1 13 ,90 8 15 ,0 0 0

圓合計 63 ,4 84 60 ,5 7 7 6 7,75 0 73 ,0 0 O

◎市民バスと福祉バスの利用者数推移

I市
民バス(スク-ルバス除く)

l合計

叩
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目福祉バス 11 549 2 6 ,8 lo 2 7,78 2 2 9 ,0 0 0

圓市民バス(スクールバス

除く)
6 3 ,4 8 4 60 ,5 7 7 6 7,75 0 73 ,0 0 0

圃合計 7 5 ,0 3 3 8 7,3 8 7 95 532 10 2 ,0 0 0



【路線ごとの市民バス利用者数】

《グラフ 3の
H 2 0 年度 市 民パス利用者 敷く2月末現在〉
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L窟き寝字釘 越前市市民バス 回数券【こついての実績
(1)回数券販売数
◎回数券… = 枚綴りの乗車券を1 0 0 0円で販売 (車内販売)

･ I

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
H 1 9年度 5 1 1 11 138 100 1l6 105 135 111 l0 9 108 12 l 116 1.320

H 2 0年度 f11 1 14 12 1 l53 130 138 148 113 158 160 133 1 479

今立エリア
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H 19年度 19 33 23 33 20 19 22 24 15 = 20 2 1 260

H 2 0年度 18 " 24 28 24 2 1 30 3 1 20 20 23 256

合計
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 = 月 12月 l月 2月 3月 合計

H 19年度 70 144 16 1 133 l36 124 157 l35 124 119 14 1 136 1,580

H Z O年度 129 13 1 145 18 1 154 159 178 144 l78 180 156 0 1.735

(2 )回数券での乗車数
武生エリア

4月 5月 6月 7月 8月 9月 !0月 川月 12月 1月 2月 3月 合計
H 19年度 160 892 1.l65 1つn g 1.2 13 1つR R L

バリQ 1.258 1 9 ?≦ 1.2 l5 l,424 12 9 1 13.784

H 2 0 年度 1.234 12 54 l.3 59 1円n R 1円n 7 1.480 1.639 1.468 1.530 1.4貪R I R R n
･

16.042

今立エリア
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 惚月 1月 2月 3月 合計

H 19年度 53 24 6 284 249 240 9 ? ? 22 1 249 9 ? 9 146 169 クn会 之511

H 2 0年度 205 197 2 14 279 ? ? 9 159 3 24 クR R 9 9 2 178 242

･

ク r n ^

合計
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1l月 12月 1月 2月 3月 合計

H 19年度 2 13 1.す38 1.449 1 R n R l.453 1.4 75 1 R R O 1.507 1.454 1 2 円 1.593 1.494 1R ? q R

H 2 0 年度 L作り○ 1.4 5 1 1.573 17 87 れ736 1 R R 9 1 R G 3 1 734 1 Rク会 1.6 11 1.872 0 l R 終りQ

(3 )スマイリーカード当回数券の交換数
◎スマイリーカード会との提携
武生商工会議所『スマイリーカード会｣の協力により、同会が発行しているポイントカード(満点カード:5 0 0 円相当)
を市民バスの回数券 (1,000円)に交換することができる。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
H 19年度 3 8 8 13 7 6 7 9 4 6 9 5 85

H Z O年度 7 3 8 7 8 8 8 10 5 12 7 83

今立エリア
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H 1 9年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H Z O年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 = 月 12月 l月 2月 3月 合計

H 1 9年度 3 8 8 13 7 6 7 9 4 6 9 5 85

H 2 0 年度 7 3 8 7 8 8 8 10 5 12 7 0 83



l資料2ー④ l

◎越前市市民バス 運転免許自主返納支援事業の実績

(1)運転免許自主返納者への無料乗車券交付数
(H21年2月末日現在)

H 1 9年度

H Z O 年度 翠響半開型
9餌
10月

5

4

11月

7

l

12月

1

2

1月

7

8

2月

2

5

3月

3

合計
25

43

68

H 19年10月 ~ 12月交付数 13 (4 3人 / 月)

H 20年1月 ~ 12月交付数 42 (3.5人 / 月)

H 21年-月 ~ 2月交付数 13 (6.5人 / 月 )

○年齢構成 ○交付した無料乗車券の有効期限

区分 交付数

1年 4 7

1年以上 15

2年以上 6

合計 68

年齢 交付数

65 ~ 69才 -

70 ~ 79才 3 1

80才 ~ 36

合計 68

(2 )運転免許自主返納者の市民バス乗車数

H 1 9 年度

H 2 0 年度総総轄群嶺詳報鞏
10月

0

66

= 月

0

47

12月

29

34

1月

43

69

2月

38

69

3月

40

合計
150

573

H 19年10月 ~ 12月乗車数 29 (96 人 / 月)

H 20年1月 ~ 12月乗車数 556 (46.3人 / 月 )

H 21年1月 ~ 2月乗車数 -38 (69人 / 月 )



市民パス連行見直し 課題の整理(中間) l資料2 - ⑦ -
市民バスの基本的な考え方 路線バスの運行のない交通の不便な地域に住む人に対し、最小限の移動手段を提供し、通院、買物等のに日常生活を支援する。

市民パスの見直 uこついて
の考え方

1.利用者や地域住民の意見を集約する中で、現行の連行内容を基本としながら、所要の改善を図り、本格連行開始後3年を経過する
平成22年度の運行から見直しを反映させる。
2 .福武線の新駅設置やP&R駐車場の新設などが計画されており、JRを含め市民バスとの連携を強化することにより、公共交通の
利便向上を図る。

主な論点 課題 主な意見 対策の方向(案)

鉄道(J R、福武線)、路線バスと
の接続改善。

ダイヤの見直しなど、通勤 ･通学利用者の
利便性向上

循環ル : G 4 -a 利用がみられ、朝少し早く、夕
方少し遅い便の希望があった。また、福武線とのダ
イヤ接続改善について要望があった。

早朝便と夕方便の検討。
鉄道 (J R、福武線)、路線バス、湯薬里バス等のダイヤとの
調整を図る。

福武線の新駅設置や西武生駅
周辺整備に対する対応

循環ルート･郊外ル :のルート見直し
新駅対応の停留所 (循環北ル-ト、吉野･大虫ルート)を検討。
西武生駅とのアクセス強化を検討する。

路線バス･市民バスの共存

料金体系の違い、乗り継ぎ利便の向上
路線バス沿線住民に、市民バス(100円)との不公
平感がある。 路線バスと市民バスとの共存方策について、事業者と共に

運賃について、公平性や利用促進の観点から検討を行う。運賃の検討(不公平感の是正)
バスの連行継続や利便性向上のためなら、運賃が
多少高くなっても構わないという意見がある。

利用の少ない路線の見直し

北新庄･国高ルートは、1便当り利用人数
が最も低い(H 19で5.5人)。本来、潜在需要
は多い地域であると考えられ、国高地区の
特性(買物、病院等の施設が多く、移動が
地区内で完結)も考慮のうえ対策が必要。

ルートが冗長であることに、北新庄地区から不満の
声がある。
国高地区は、循環ルートに比べてバスサービス格
差があるとの意見(路線バスと市民バスとの料金
格差、連行本数の格差)。

運行ルートのあり方、利用増加策の検討。

効率的な連行方法の検討
ひとつの路線でも乗車が少ない地域と多い地域が
見られる。｢乗車が少ないのに大きいバスが走るの
はもったいない｣という意見があった。

乗合タクシー(小型車量の使用)やデマンド方式の検討

今立エリアのルート見直し
中心市街地(粟田部)のルートが混み入っ
ている。より合戸摘みルートの検討。

利用者からの不満は特にない。
コメリ今立店周辺へのアクセス向上の希望あり。

ルートの見直し

旧武生市街地- 旧今立市街地
の結節強化

路線バスとの接続改善、強化が必要。 南越線のダイヤについての要望があった。
路線バスを含め、運行ダイヤの調整。
乗り継ぎサービスの検討。

日曜日の連行 費用対効果
買物、イベント、観光など、日曜日の運行に対する
要望がある。

ルートの選定や費用対効果による検討。

運行ルートや停留所の位置な
ど、個別の意見･要望

路線の冗長化など、効率の悪い路線となら
ないか

連行ルートや停留所の位置など、個別の意見･要
望がある。

現m ← 料亭留別在室米としながら、改善効果を検討し、
有効なものは実施する。

運行サービスの改善 ソフト面での改善
割安な乗車券や、商店とのタイアップなどの工夫が
必要との意見あり

回数券のお楽しみ特典の充実を図る。
その他、利用促進策の検討。

対策の方向(案)


